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― 個性が輝き響き合う大学 ― 

学長代行  望月 公子 

二月は、一年中で一番あわただしい月です。 

それは募集という行事が一か月間に亘って行われるからです。シルバー大学の

学生は、継続して同じ教室で勉強することも、別の教科を選ぶことも、更に複数

の教室に所属することも自由です。 

こうした選択の多様性が募集に参加する学生に活気を与えるのでしょうか。学

校全体が躍動しているような雰囲気を感ずる月です。この

期間は、教室代表、地区班長達が交代で受け付け事務の処

理に当たって下さいます。 

更に、33 教科・38 教室の講師には、実力、指導共に秀

でた力のある先生が揃っていますし、学生の個性や意欲を

汲み取り伸ばすことを楽しみに講義の準備をして下さっ

ています。 

日程や手続きについては、募集要項に従って下さい。シルバー大学は 36 年前

に荒川区民が創った高齢者の為の学校であり、運営・経営共学生が行っている全

国でも珍しい学校です。ですから、シルバー大学に入学するということは、自身

が経営者の一人になるということでもあります。   

荒川区には、60 歳以上の方が 6 万人以上在住しています。皆さんの身近に心当

たりの方がいらっしゃいましたら、是非声をかけて入学をすすめて下さい。 

 

また二月は学芸会の月でもあります。学園祭の静的内

容の発表とは異なり、学芸会は、動的内容の発表です。

学生ひとりひとりが学びの成果を堂々と舞台で演ずる

姿には、胸を打たれるものがあります。学生同士誘い合

ってサンパール荒川に出向いて下さい。 

教科や教室での学習・地域活動や合同講義や各行事と

いった様々な出会いの中で、学生の個性が輝き、響き合

い、ふくらんでいく荒川シルバー大学の二月になります 

ように！！ 

 

 
№ 352 
令和 2 年 2 月 1 日 
荒川シルバー大学 
荒川区荒川 3-49-1 
理事長 岡田芳子 
TEL 3801-5740 
FAX 3801-5691 



 - 2 - 

 

 

 

 

 

  

 

 

                  

                  

                  

                  

                   

                   

                   

 

 

 

 

≪≪ 荒川区功労賞を受けて≫≫ 

                     料理教室講師  立川 禮子 

荒川区功労賞受賞の通知を受け取った時、大変驚きました。夢にも思った事が

なかったので、思わず原田名誉学長に確かめてしまいました。 

改めて荒川区での私の仕事を考えました。埼玉県に住んで、荒川区で人生の仕

事の大部分をして、その中で多くの事を学び、一人前に育ててもらったと感じて

います。 

 荒川シルバー大学で料理教室を受け持つ事では、最大の努力をしましたが、そ

れが荒川区に役立ったという評価を頂いたのは、感謝でいっぱいです。「健康で活

動できる高齢者でいられる事を目的に設立されたシルバー大学」という場を与え

られたからこそと感謝致しております。シルバー大学の学生さんたちと同様に私

も沢山の事を学ばせて頂きました。ありがとうございました。 

≪≪ ありがとうございました ≫≫ 

折り紙・絵本教室講師  石﨑 惠子 

 この度、荒川区より社会教育功労賞を戴いて参りました。講師として、常任理

事として、皆様に助けられながら楽しくやらせて頂いてきただけのことですのに、

一つの形として自分の中にも思い出が刻まれることとなりました。有難うござい

ました。 

  

令和元年度の特別功労賞と社会教育功労賞受

賞の方々からのメッセージです 
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理事長  岡田 芳子 

 左記の通りこのたび荒川区特別功労賞

を戴きました。定年退職して二十年、文

言の通り社会と関わって本日を迎えただ

ただ感謝です。身にあまる賞を戴きこれ

からも社会と関わって意義ある日常を過

ごすようにという激励だと思います。 

学生・役員の皆様からの褒美だとも思い

ます。これからも共に豊かに生活してま

いりましょう。 

ありがとうございました。 
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当日は会場で、大勢の区の職員が出迎えて下さって、歩き進む先々でおめでと

うと、声をかけて下さるのです。受賞者は各分野から全部で 113 名もいらっしゃ 

いました。一人一人の区民の存在を大切にして、地域を高めていこうという区長

の姿勢がここにも表れていることに感心し、また、荒川シルバー大学が区の地域

社会の教育文化の一翼を支える存在であると認めて頂いてきたことを改めて思い

ます。高齢者のための学びの場として、益々発展していくよう努力したいと思っ

ています。 

 

                   町屋地区 35 班班長  布川 春江  

 まだシルバー大学に入学する以前のことでしたが、亡き主人を手伝って、学園

祭のポスター作りをしたこと等が、走馬灯のように思い浮かんできます。当時町

屋地区長だった夫とポスターを作り終えると、二人で自転車に積んで、各駅に貼

って歩き、学園祭が終ると、またはずして回りました。 

 毎年 18 枚程作るのを 5,6 年続けたような気がします。間もなくして主人の後押

しもあり、いよいよシルバー大学に入学することになりました。班長、そして教

室代表を務めさせて戴き、このたび「社会教育功労賞」受賞の運びとなりました。

感無量であり感激の気持ちでいっぱいです。 

 これからも、元気で少しでもシルバー大学に貢献できるように頑張っていきた

いと思います。よろしくお願い致します。 

 

≪≪ 「日本の話芸」教室の講師を受けて ≫≫ 

令和 2 年度講師  石畑 榮一 

 私は、この度三浦勇伯先生のご勇退に伴い、理事長・学長先生方のご要請ご推薦

を受け、又、教室の皆様のご支持により、次年度の講師を受けさせて頂くこととな

りました。                  

 私は元々趣味で落語や講談等を演じておりましたので、平成 23 年度からこの教

室に入りました。その時の講師は、塚田義介先生で、お人

柄も円満で優しく、合同講義で浪曲会を企画されるなど大

変熱心な方でした。そして塚田先生が急逝され、後を継が

れたのが三浦先生で、篤実で面倒見のよい方ですので、私

達も安心して活動することができました。 

 しかし、両先生に比肩して私などは、自分が演じること

のみに執心しておりましたので、他の方々を導いたりお世

話したりする力量は少しもございません。それでも教室の

皆様は、協力するから是非と声を掛けて下さっています。 

私としましても、幾らかでもこれまでの経験を活かしていきたいと思いますので、

今後とも宜しくお願いいたします。 

 因みに、荒川区は落語や講談等話芸に所縁も多く、今もプロの芸人さん達も沢

山住んでいらっしゃいます。「話芸」は人間の喜怒哀楽を表現し、人間性を豊かに

してくれる芸能です。是非皆様も奮ってご参加下さい。 
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学園祭へのメッセージ 其の四 

● 東京近郊ミニ散歩教室  河合 美津江 

4 月の会合でミニ散歩の計画を配布し、学園祭は 10 月なので、5 月から 9 月ま 

での散歩担当を 5 班(日暮里・南千住・荒川・町屋・尾久)で話し合って決めます。

担当になった班は、写真を中心に資料などを集めます。まとめは生涯学習センター

を借りたり、月 1 回の説明日に早めに来たりしてまとめていました。4 回目の展示

発表でしたが、年を重ねる毎に写真や文字やイラストなど読みやすく工夫して素晴

らしいです。来年も期待！ 

 

 

 ◆◆◆◆◆   １ 月 の 学  園  日  誌   ◆◆◆◆◆ 

6 日 荒川警察署武道始め式 24 日 荒川区高年者クラブ新年会 

 

8 日 

（山口副事務局長 出席） 

常任理事会・役員会 

 

27 日 

（山口副事務局長 出席） 

令和2年度年間日程申請（区へ） 

21 日 広報委員会 30 日 シルバーだより 352 号作成 

 

※事務局だより※

1. 令和 2 年度募集受付 期日・時間・会場 について 

① 2 月 7 日（金）    （午後 1 時～受付抽選） 受付会場：第一会議室 

《外歩き 4教科の受付となります。同時に他の科目の受付も可能です》 

② 2 月 10 日（月）   （午前 10 時～午後 3 時） 受付会場：第 3 会議室 

③ 2 月 12 日～14 日（水～金）（午後 1 時～3 時）受付会場：第 3 会議室 

2 月 17 日～20 日（月～木）（午後 1 時～3 時）受付会場：第 1 会議室他 

《2/10～20 日はすべての教科の受付が可能です》        

◆追加申込について：初回の領収書をご持参下さい。（運営費の重複支払を防ぐ為） 

  ※募集要項をよくお読みになり、申込書にご自分で必要事項を記入の上、受講料

を添えてお申し込みください。 

  ※受付当番の方へ：当日は印鑑《領収書に押印》をご持参ください。 

◆希望教室が定員を満たし次第、締め切らせていただきます。 

◆新入学と継続申込用紙の色：在校生は白色、新入生は水色です。 

 

2. 「水彩画・絵手紙」教室 発表会のお知らせ 

 会期：3 月 3日（火）～3 月 9 日（月） 

時間：午前 10 時～午後 6 時（初日は午後 1 時～、最終日は午後 4 時まで）  

会場：町屋文化センター ふれあい広場（二教室共、会期・時間・会場は同じ） 

 

（事  務 所）TEL3801-5740 FAX3801-5691 

（ホームページ）http://www.arakawa‐silver.com /   室長：田原 

http://www.arakawa‐silver.org/
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教 室 名 内　　　容 予定時刻

開 会 式•挨拶 理事長　岡田芳子 9：50～　9：55

1.野に咲く花のように　2.森の水車 10：00～10：25

3.高原列車は行く　他2曲 （25分）

いま出逢う　ふたつの命 10：30～11：10

　星野富弘　相田みつを　ふたりの渡良瀬川 （40分）

思い出昭和スクリーン主題歌特集 11：15～11：45

1.東京行進曲　2.旅の夜風　3.りんごの唄

4.東京キッド　5.この世の花　6.喜びも悲しみ

　も幾年月　　※その他会場の皆さんと歌う

1.寿限無　2.シルバー川柳　3.小咄 11：50～12：15

4.笠地蔵 （25分）

1.エフリマコ　２.月の夜　3.南国の夜 12：20～12：45

4.パパリナラヒラヒ （25分）

12：45～13：35

（50分）

１.荒川音頭　2.にっぽん音頭　３.真室川音頭 13：35～14：00

4.ダンシングヒーロー　5.炭坑節（皆様と） （25分）

1.茶色の小瓶　2.グリーンスリーブス 14：05～14：30

3.赤いサラファン　4.銀色の道

5.あなたの心に

1.安来節　2.アメージンググレース 14：35～15：00

3.ロザリア　4.おもちゃのチャチャチャ

5.黄色いリボン　6.見上げてごらん夜の星を

英語劇「白雪姫と7人の小人」 15：05～15：45

劇中歌「Heigh-Ho!」「いつか王子様が」 （40分）

1.耳のツボ（肝臓強化のツボ）

2.内養功（60以上の病気の予防と治療）

3.香功・中級（腰痛、膝の痛みの予防と改善） （30分）

閉 会 式•挨拶 学長　木村國子 16：20～16：30

音 楽

朗 読

会場：サンパール荒川　3階　小ホール　（受付開始：9時20分）

15：50～16：20

6 輪 踊 り 民 舞

10 気 功

8 健 康 体 操

9 英 語

（25分）

（25分）

（ 昼 休 み ）

7

令和元年度　荒川シルバー大学

学芸会プログラム

　　出演教室：　器楽　朗読　歌声クラブ　日本の話芸　フラダンス　

輪踊り民舞　　音楽　　健康体操　　英語　　気功

フラ・ダンス5

No.

4 日 本 の 話 芸

1

日時：令和2年2月28日（金）　　　午前9時50分～午後4時35分

3 歌 声 ク ラ ブ
（30分）

器 楽

2

 


